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As a load exerted on the shell structures enlarge due to the effects of the vertical acceleration caused by 
horizontal seismic motion in addition to the dead load, the arrangement of the supplementary parts is necessary 
to be verified accordingly. This study focuses on the bucking strength caused by horizontal seismic motion to 
indicate the effectiveness of the supplementary parts through the verification by numerical analysis to find the 
pattern of arrangement and the number of supplementary parts where its bucking strength as the maximum by 
horizontal seismic motion. 
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ここで、 s sWβ は s次の刺激関数、 sS は s次の応答スペ
クトル値であり、 srρ は s次と r次との間のモード相関係
数である。(6)式おける第 1項は同一次数どうし ( )s r= の
項であり、SRSS法の算定式に等しい。第 2項は異なる次
数間 ( )s r≠ のモード相関による項である。 
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ただし、χ は、 srχ を略記したもので、両モードの固有
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せ最適化問題は、パーツの存在を 0 と 1 の整数値を用い
て表すことにより、0-1計画問題として定式化できる。 
一般的な組合せ最適化問題における定式化として、目
的関数 F と制約条件が非負変数 jX ),...,( Ni 1= の線形関
数であるとした場合の定式化が今野らにより行われてい
る。係数行列の成分を ijA , ijD , 定数ベクトルの成分及び
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図 1 基本モデル 
 
 
図 2 パーツモデル 
 
形状条件 ：各節点の集中質量 
固定荷重 21.5kN / m を考慮 
支持条件 周辺ピン支持 
接合部条件：ラチス材 剛接合 
      束材、ロッド ピン接合 
部材 
ラチス材：φ216.3×4.5 E=2.05×105 N/mm2 
     A=29.94×102mm2 Ix= Iy=1.68×107 mm 
束材   ：φ89.1×2.8 E=2.05×105 N/mm2   
A=7.591×102mm2 Ix= Iy=0.707×106 mm4 

















T = 0.4030 
13次 
β=-4.8375 
T = 0.3510 
































補剛無 補剛数 100個 
  











































図 9 補剛パターンの一例（補剛数＝16） 
 
 
図 10 パーツの補剛候補位置 
 
遺伝子番号 ① ② ③ ・・・・・・・・・ ⑬ ⑭ ⑮ 
遺伝子情報 1 1 0 ・・・・・・・・・ 0 0 0 
























補剛無 40 100 
   
0.96 2.15 3.13 
60 80 全補剛 
   
4.05 5.71 6.17 
図 12 最適配置と座屈荷重係数 
 
補剛無 40 100 
   
11.0kN 13.3kN 18.8kN 
60 80 全補剛 
   
16.3kN 16.0kN 16.3kN 



















































補剛無 40 100 
   
0.99 2.64 3.70 
60 80 全補剛 
   
5.04 8.29 9.01 
図 14 常時荷重モデルの最適配置 
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